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健　康

脳
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
に

脳
ド
ッ
ク
の
前
期
受
け
付
け
を
開
始
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検
診
期
間
�

６
〜　

月
１０

●
検
診
場
所
�

安
城
更
生
病
院（
安
城
町
）、

八
千
代
病
院
（
東
栄
町
）

●
対
象
�
　

歳
以
上
の
市
民
で
会
社
な
ど

４０

で
受
診
す
る
機
会
の
な
い
人　

※
現
在
脳

血
管
疾
患
で
治
療
中
の
人
、
体
内
に
金
属

器
具
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
入
っ
て

い
る
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

●
定
員
�
　

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

２５０

抽
せ
ん
）

●
検
診
項
目
�

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ⅰ
、
頭
部
Ｍ
Ｒ

Ａ
、
問
診
な
ど

●
個
人
負
担
金
�

１
万
円

●
申
し
込
み
�

４
月　

日�
〜　

日�
に

１５

２５

市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
申
し
込
み
も

受
け
付
け
ま
す
）

●
そ
の
他
�

検
診
日
及
び
結
果
説
明
日
の

２
日
間
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（�
〈　

〉１
１
３
３
）

７６
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●
対
象　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
平
成

１５

　

年
３
月　

日
ま
で
に
、
市
内
の
事
業
所

１８

３１

で
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
認
証
を

取
得
す
る
中
小
企
業
者
（
事
業
所
）

●
補
助
金
額　

審
査
登
録
経
費
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
額�
　

万
円
）

１００

●
申
し
込
み　

平
成　

年
６
月　

日�
ま

１５

３０

で
に
商
工
課
へ　

※
今
回
は
第
１
次
受
け

付
け
分
と
な
り
ま
す
。

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
認
証
取
得
の

費
用
の
一
部
な
ど
を
補
助
し
ま
す

企　業
振　興問

い
合
わ
せ
▼
商
工
課

【
用
語
解
説
】

Ｍ
Ｒ
Ⅰ
（
磁
気
共
鳴
断
層
撮
影
）

磁
石
（
磁
場
）
を
利
用
し
て
体
内
の
情

報
を
画
像
化
す
る
も
の
。
脳
こ
う
そ
く
、

脳
出
血
、
脳 
腫
瘍 
な
ど
の
異
常
を
チ
ェ

し
ゅ
よ
う

ッ
ク
で
き
る

Ｍ
Ｒ
Ａ
（
磁
気
共
鳴
血
管
撮
影
）

造
影
剤
を
使
わ
な
い
安
全
で
苦
痛
の
な

い
血
管
造
影
法
。
く
も
膜
下
出
血
の
原

因
と
な
る
脳
動
脈
り
ゅ
う
や
、
脳
こ
う

そ
く
の
原
因
と
な
る
脳
血
管
の
閉
そ
く

や
狭
さ
く
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る　

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
取
得
の
費
用
も
補
助

◆
今
年
度
が
最
終
年
度
で
す
◆

　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

国
際
規
格
「
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」

の
普
及
促
進
の
た
め
、
市
内
の
中
小

企
業
を
は
じ
め
、
私
立
学
校
・
幼
稚

園
、
商
店
街
、
町
内
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
、
広
く
中
小
規
模
の
組
織
に
対
し
、

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す

の
で
、
認
証
取
得
を
希
望
す
る
組
織

は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１５

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
、
市
内

１６

３１

の
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
、
Ⅰ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
す
る
中

小
規
模
の
組
織

●
補
助
金
額　

審
査
登
録
経
費
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
経
費
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
額�
　

万
円
）

１００

●
申
し
込
み　

６
月　

日�
（
必
要

３０

書
類
必
着
）
ま
で
に
環
境
安
全
課
へ

問
い
合
わ
せ
▼
環
境
安
全
課

【
用
語
解
説
】

Ⅰ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）

様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
国
際
的
に
通

用
さ
せ
る
規
格
や
標
準
類
を
制
定
す
る

た
め
の
国
際
機
関
。
ち
な
み
に
９
０
０

０
シ
リ
ー
ズ
は
品
質
管
理
及
び
品
質
保

証
に
関
す
る
国
際
規
格
、
１
４
０
０
０

シ
リ
ー
ズ
は
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
・
環
境
監
査
な
ど
に
関
す
る
国
際

規
格
と
な
っ
て
い
る
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雨
水
の
流
出
を
抑
制
し
、
河
川
の

負
担
軽
減
や
貯
留
し
た
雨
水
の
有
効

利
用
を
す
る
た
め
、「
雨
水
貯
留
浸
透

施
設
」
の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度

を
４
月
１
日�
か
ら
始
め
ま
す
。

●
対
象　

市
内
の
宅
地
な
ど
に
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
を
設
置
す
る
人

●
補
助
対
象
施
設　

左
表
の
と
お
り

※
施
設
に
よ
っ
て
補
助
率
や
補
助
上

限
額
が
異
な
り
ま
す
。
複
数
の
施
設

を
設
置
し
た
場
合
、
補
助
金
の
合
計

額
は
、　

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

１５

問
い
合
わ
せ
▼
土
木
課
、
下
水
道
管

理
課

雨
水
貯
留
浸
透
施
設
の

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

防　災
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�
４
月
か
ら
の
改
正
点�

①
下
表
の
と
お
り
指
定
地
区
を
追
加
し
ま

し
た

②
申
請
書
・
請
求
書
の
提
出
が
市
役
所
商

工
課
の
ほ
か
、
桜
井
支
所
・
南
部
支
所
・

北
部
出
張
所
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た

③
申
請
書
の
提
出
期
限
が
、
宿
泊
日
の
３

日
前
ま
で
に
な
り
ま
し
た

④
補
助
の
請
求
は
、
１
回
の
旅
行
に
つ
き

２
泊
ま
で
で
、
年
度
内
（
４
月
〜
翌
年
３

月
）
に
１
人
３
泊
ま
で
に
な
り
ま
し
た

指
定
地
区
を
増
や
し
、
申
請
も
よ
り
便
利
に
な
り
ま
し
た

「
市
民
保
養
事
業
」
を
利
用
し
て
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

保　養問
い
合
わ
せ
▼
商
工
課

補助対象となる規格など補助対象施設

浄化槽を雨水貯留槽に転用する場合既存浄化槽転用
雨水貯留槽

容量１００�以上市販雨水貯留槽

口径または 内法 ３００�以上
うちのり

雨水浸透ます

口径５０�以上雨水浸透管

内法２５０�以上浸透Ｕ型側溝

１０�以上透水性舗装

指定地区（■＝追加した地区）

南知多町南知多

愛知
蒲郡市蒲郡
鳳来町鳳来町
幡豆・吉良・一色町幡豆郡
田原・赤羽根・渥美町伊良湖
熱海市熱海

静岡
伊東市伊東
浜松市舘山寺町舘山寺
田方郡土肥町土肥
鳥羽市鳥羽

三重 三重郡菰野町湯の山
志摩郡磯部・浜島・志摩・大王・
阿児町志摩

高山市高山

岐阜
下呂町下呂
郡上郡高鷲村高鷲
吉城郡上宝村奥飛騨
諏訪市、茅野市、諏訪郡下諏訪町、
北佐久郡立科町諏訪蓼科

長野
埴科郡戸倉町、更級郡上山田町戸倉上山田
木曽郡王滝村王滝
下伊那郡阿智村昼神
南安曇郡安曇村上高地乗鞍
加賀市、小松市、江沼郡山中町加賀温泉郷石川
坂井郡芦原町芦原福井

市民保養事業取扱旅行社（５０音順）

愛知観光案内所（朝日町）

㈱愛知冠婚葬祭互助会　ピボットツアー安城店
（御幸本町）

㈲安城観光社（御幸本町）

㈲桜井ツーリストサービス（桜井町）

さるびあ交通（尾崎町）

ＪＴＢトラベランド安城店（御幸本町）

城南観光㈱安城営業所　旅行サロンアンディ（住
吉町）

㈱中央トラベル安城店（福釜町）

㈱ツーリストサービスイトーヨーカドー安城営業
所（住吉町）

㈱つばめ観光社（花ノ木町）

㈱遠山観光（浜屋町）

㈱トラスト（里町）

㈱トラベル三河桜井旅行センター（桜井町）

日本通運㈱エイダブリュトラベルサロン（藤井町）

㈱農協観光安城営業所（赤松町）

㈱パシフィックツアーシステムズ西友安城営業所
（大東町）

㈱マキタ・ゼネラル・サービス（今池町）

三河ツーリスト㈱（住吉町）

名鉄東部観光バス㈱安城営業所（南町）
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回
目
の
七
夕
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
！

５０七
夕
ま
つ
り
の
「
額
」
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

募　集

市役所　�〈７６〉１１１１／FAX〈７６〉１１１２　

　

回
記
念
誌
へ
の
情
報
提
供
も

５０お
待
ち
し
て
い
ま
す

�

安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
は
、
七
夕

ま
つ
り　

回
記
念
誌
を
刊
行
し
ま
す
。

５０

時
代
と
と
も
に
、
そ
の
姿
を
変
え
て
き

た
七
夕
ま
つ
り
。
そ
の
思
い
出
を
一
冊

に
つ
づ
り
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
写
真
（
名
作
で
な
く
て

も
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
も
Ｏ
Ｋ
）・
ポ
ス
タ

ー
・
七
夕
グ
ッ
ズ
な
ど
、
七
夕
ま
つ
り

資
料
に
関
す
る
情
報
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
特
に
昭
和　

年
ご
ろ
ま
で
の

５０

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ご
連
絡
は
歴
史
博
物
館
へ
。

問
い
合
わ
せ
▼
文
化
芸
術
課

（
歴
史
博
物
館
内
／

�
〈　

〉６
６
５
５
）

７７

●？ 「額」ってなんだろう ○？ 
　「額」とは、安城とその周辺の旧碧海郡地方の
七夕まつりで作られた、芝居の舞台を小さくした
ような人形飾り（一種のジオラマ）のことです。
　七夕の日には、それぞれの家庭で工夫をこらし
た額を作り、家の前の通りに面して飾りました。
夕方になると家族などで連れ立ってそぞろ歩きを
し、各家々の額について、道行く人々と話し合っ
たといいます。暗くなってからは、ろうそくでラ
イトアップするなどしました。
　人形の題材には、「 仮  名  手  本 

か な で ほん

 忠 
ちゅう

 臣  蔵 」、「 伽  羅  先  代 
しん ぐら めい ぼく せん だい

 萩 」などの 歌  舞  伎 の名場面が選ばれています。こ
はぎ か ぶ き

れは、江戸時代以来、三河地方が村歌舞伎（地歌
舞伎）の大変盛んな地域であったためです。

「額」の人形　「仮名手本忠臣蔵」から討ち入りの
場（歴史博物館蔵）

「額」を前に記念撮影（昭和６年８月
１９日撮影／明和小学校蔵）

　

安
城
七
夕
ま
つ
り
協
賛
会
は
、　
５０

回
を
迎
え
る
安
城
七
夕
ま
つ
り
を
よ

り
身
近
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
や
各
種
団
体
か
ら
の

協
賛
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

　

音
楽
パ
レ
ー
ド
、
仮
装
行
列
、
ダ

ン
ス
、
歌
謡
大
会
、
各
種
実
演
シ
ョ

ー
な
ど
、
参
加
方
法
は
様
々
で
す
。

　

な
お
、
応
募
は
、
市
内
の
学
校
・

企
業
・
組
合
な
ど
を
単
位
と
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
１
日�
〜
３
日�
の

午
前　

時
〜
午
後
９
時
の
間
で
、
１

１０

団
体
に
つ
き　

分
〜
１
時
間

２０

●
と
こ
ろ　

指
定
さ
れ
た
場
所
ま
た

は
道
路

●
そ
の
他　

①
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
日
時
な
ど
を
調
整
し
ま
す

②
政
治
・
思
想
・
宗
教
（
布
教
）
的

な
催
し
は
で
き
ま
せ
ん

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

６
日�
ま
で
に
市
商
工
課
と
安
城
青

年
会
議
所
に
あ
る
所
定
の
申
込
書
を

次
の
と
お
り
提
出

①
同
協
賛
会
の
舞
台
を
使
用
す
る
場

合�
同
会
議
所
事
務
局
（
安
城
商
工

会
館
３
階
／
桜
町　
�
１
／�
〈　

〉

１６

７７

２
２
２
４
）
へ　

※
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前　

時
〜
午
後
３
時
。

１０

②
同
舞
台
を
使
用
し
な
い
場
合�
同

協
賛
会
事
業
部
会
事
務
局
（
同
課
内
）

へ 安
城
七
夕
ま
つ
り
の

協
賛
イ
ベ
ン
ト
を
募
集
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地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
京
都

で
開
か
れ
た
会
議
で
採
択
さ
れ
た
世

界
的
な
約
束
ご
と
で
、
日
本
は
、
２

０
１
２
年
ま
で
に
、
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
１

９
９
０
年
の
水
準
よ
り
も
６
％
削
減

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
景
気
が

低
迷
し
て
い
る
と
は
い
え
、
経
済
大

国
日
本
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
内

容
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
た
め
に
わ
た
し
た

ち
が
で
き
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
（
停
車
時
エ
ン

ジ
ン
停
止
）
や
公
共
交
通
機
関
の
積

極
的
利
用
な
ど
に
よ
り
、
自
動
車
か

ら
排
出
さ
れ
る
排
気
ガ
ス
を
減
ら
す

こ
と
で
す
。

　

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
は
、
誰

で
も
簡
単
に
実
行
で
き
ま
す
。
買
い

物
の
た
め
に
車
を
離
れ
る
間
や
携
帯

電
話
の
利
用
時
は
も
と
よ
り
、
信
号

待
ち
や
踏
み
切
り
停
車
時
な
ど
、
運

転
中
に
実
行
で
き
る
機
会
が
多
く
あ

り
ま
す
。
一
般
的
に　

秒
以
上
エ
ン

３０

ジ
ン
を
停
止
す
れ
ば
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
交
通
機
関
利
用
の
一

つ
と
し
て
、
乗
り
合
い
方
式
の
「
あ

ん
く
る
バ
ス
」
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

排
気
ガ
ス
削
減
に
大
き
く
貢
献
で
き

ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
は
６
路
線
目
と
な
る

「
東
西
線
」
も
試
験
運
行
を
開
始
し

た
あ
ん
く
る
バ
ス
。
し
か
し
、
利
用

状
況
は
満
足
で
き
る
水
準
に
達
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
病
院
や
駅

な
ど
へ
の
送
迎
や
日
常
の
用
足
し
に
、

皆
さ
ん
は
、
ど
の
程
度
あ
ん
く
る
バ

ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

残
念
な
が
ら
、
す
べ
て
の
家
の
玄

関
先
に
バ
ス
停
を
設
置
し
た
り
、
思

い
ど
お
り
の
時
間
帯
に
走
ら
せ
た
り

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

危
機
感
を
持
っ
て
、
今
で
き
る
こ
と

を
す
べ
て
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

本
当
に
地
球
の
未
来
が
危
な
い
の
で

す
。
多
少
の
不
便
さ
は
み
ん
な
で
少

し
ず
つ
我
慢
し
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、

あ
ん
く
る
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑦　

地
球
を
救
う
「
あ
ん
く
る
バ
ス
」
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●
対
象
と
な
る
人　

身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
、
障
害
児
（
障
害
の
あ
る　

歳
未

１８

満
の
児
童
）

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

居
宅
生
活
支
援�
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
知
的
障
害
者
の
み
）

施
設
訓
練
等
支
援�
更
生
施
設
、
授
産
施

設
（
小
規
模
通
所
授
産
施
設
を
除
く
）、療

護
施
設
（
身
体
障
害
者
の
み
）、通
勤
寮
・

国
立
コ
ロ
ニ
ー
（
知
的
障
害
者
の
み
）

●
申
請
で
き
る
人　

本
人
（
本
人
が　

歳
１８

未
満
の
場
合
は
保
護
者
）

●
申
請
場
所　
　

歳
以
上�
障
害
援
護
課

１８

　

歳
未
満�
児
童
課

１８●
申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書
、
利
用

者
負
担
額
を
決
め
る
た
め
に
必
要
な
書
類

（
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
収
入
や
課
税

状
況
な
ど
が
把
握
で
き
る
資
料
）、医
師
の

診
断
書
（
市
が
必
要
と
認
め
た
場
合
の
み
）

障
害
者
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

支
援
費
制
度
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

福　祉

問
い
合
わ
せ
▼

障
害
援
護
課
・
児
童
課

◆
支
援
費
制
度
の
利
用
の
流
れ

①
相
談
＝
市
の
窓
口
で
必
要
に
応
じ
て

情
報
提
供
を
受
け
な
が
ら
相
談

②
申
請
＝
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
支
給
申
請

③
支
給
決
定
＝
市
が
利
用
者
か
ら
聞
き

取
り
を
し
、
支
給
決
定
に
あ
た
り
必
要

な
事
項
を
調
査
。
支
給
が
適
切
と
認
め

ら
れ
た
ら
、
支
給
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の

量
や
期
間
な
ど
を
決
定

④
受
給
者
証
交
付
＝
支
給
決
定
事
項
が

書
か
れ
た
受
給
者
証
（
居
宅
生
活
支
援

�
「
居
宅
受
給
者
証
」　

施
設
訓
練
等

支
援�
「
施
設
受
給
者
証
」）を
交
付

⑤
契
約
＝
支
給
決
定
後
、
指
定
事
業
者
・

施
設
に
受
給
者
証
を
提
示
し
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
に
関
す
る
契
約
を
締
結

⑥
利
用
＝
利
用
者
は
、
事
業
者
・
施
設

に
受
給
者
証
を
提
示
し
て
、
サ
ー
ビ
ス

を
利
用

⑦
支
払
い
＝
利
用
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
費
用
の
う
ち
、

負
担
能
力
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
た
利
用

者
負
担
額
を
事
業
者
へ
支
払
い


